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(spontaneouscurvature)であり､ K,1<-は円筒曲げ弾性定数 (cylindriCalbendngmodulus)とサ ドル
(ガウシアン)曲げ弾性定数 (saddeorGaussianbendingmodulus)と呼ばれている｡
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にはサ ドル曲げ弾性は無関係であることが分かる｡ 逆にサ ドル曲げ弾性定数 TC-は膜の融合や分裂
に伴うエネルギー出入りを測定することによって知ることができるはずである｡ しかし､まだこ
















































- 20 7 -
末崎 幸生
し､尾部までの距離をac (8C=式-aH)とし､中立面の面積をAとする0 分子の変形が同心球











































で求められるが､実は (2.15)と (2.17)式には同じ項が含まれていて､ (2.17)式をゼ
ロにするということが (2.15)式で要請されるために､サドル曲げ弾性定数は､自動的にゼロ
にならなければならないという論理構造になっている｡ 自発曲率は次の式で与えられる｡? ? ー?? ? ? ?? ? ?
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化学ポテンシャルである｡式 (3.16)と (3.17)は水中の濃度 (x-N)/Vが界面のカバレージ,
x,を決めるということを意味している｡ 実際には吸着数 Nはxに比べて十分小さい量であること




























































































で観測されている濃度の対数に対する表面張力曲線は図3.5のN- C■- M に対応するが､ ローA
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cth-嘉 exp(意 ) (4.21)
で与えられる｡観測されている最小濃度が約 0,25LAMであることからe-32kTと試算される｡ こ

























ンの濃度が増すと､図の点 pで Xが決まる｡穴が2つあいたベシクルについても解析 してみると､
実現するにはより高い濃度が必要であることが確認された｡
図4.4 曲率 xの決まる概念EgI(式 (4.25)










































































去 一志 ･jo*=m (5.2,
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